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４車線整備
により混雑
が緩和！

交 通 量
が増加！

低騒音舗装 吸  音  材
伸縮継手

落下物防止柵

▲内郷御厩町の交通渋滞状況（H25.9）

▲４車線供用した内郷高架橋 ▲内郷御厩町番匠地の交通状況の推移（各年の道路交通センサス結果）

■内郷高架橋の整備効果（平成２４年度完成）
　内郷高架橋は、国道６号、ＪＲ常磐線及び内郷市街地を通過する
橋長５６９.4ｍの高架橋です。下り線側は、平成18年度に工事着手
し、上り線側の耐震補強工事も実施しながら、平成２５年２月に完
成・供用しました。

●橋の路面は、雨水が浸透し、騒音の低減効果もある舗装を採用
　しています。
●伸縮継手部には吸音材を設置して、伸縮継手部を車両が通過
　するときに発生する騒音を防いでいます。
●全線に透過性の落下物防止柵を設置しています。

●交通容量が増加することから、朝夕の交通渋滞が緩和します。
●周辺道路の交通が平バイパスへ転換されることにより、市街地
　の交通混雑の緩和や沿道環境の改善が図られます。

■４車線化整備事業（平成２８年度全線供用予定）
　平バイパスは、常磐バイパス（L=27.7km）が平成12年３月に全
線暫定２車線で供用されると、いわき中央ＩＣやいわき好間中核工
業団地へのアクセス道路としての利便性が高くなり、主要な交差
点では交通渋滞が発生しました。このため、交通渋滞の著しい区
間から段階的に４車線化や立体交差点へ整備し、交通混雑の緩和
を図っています。

　一般国道４９号は、福島県いわき市から新潟県新潟市を結び、広域交流や沿道市町村の連携強化を支える延長約２４０ｋｍの主要幹線道
路です。平バイパスは、いわき市内の交通混雑や国道４９号沿道の道路環境など、交通をとりまく環境の改善と常磐自動車道いわき中央ＩＣ
へのアクセス機能強化を目的に、福島県いわき市常磐上矢田町～好間町北好間までのバイパスとして昭和５６年度に事業着手し、平成７年
９月に全線２車線で暫定供用しています。暫定供用以降は、交通混雑区間の４車線化や主要交差点の立体化等を段階的に整備し、平成２４
年度末の４車線整備率は、７４％に達しました。
　 現在は、いわき市平上荒川～内郷御厩町までの区間（Ｌ＝２．０ｋｍ）の事業を促進し、平成２８年度の全線４車線供用を目指しています。

■事業効果（予測※2）
上矢田交差点～常磐自動車道いわき中央ＩＣ間の所要時間が25分（朝
夕のピーク時）→約９分に短縮されます。

◉

浜通り地方で唯一の第三次救急医療施設である総合磐城共立病院へ
の速達性も向上します。

◉

※2：平成２5年度当初を現況とし、平成２８年度全線４車線供用後の効果を予測したものです。

※1：供用予定年度については、事業進捗等により、変更になる場合があります。

●事業経緯 ●道路構造諸元 ●標準横断図
調査着手
事業着手（２・３工区） 
用地着手（２・３工区）             
工事着手（２・３工区）
２車線暫定供用（２・３工区）   
事業着手（１工区）             
用地・工事着手（１工区）
２車線暫定供用（１工区）　            
４車線供用（３工区）             
番匠地交差点立体化完成　（平成12年11月）          
上矢田交差点立体化完成　（平成14年12月）          
４車線供用（１工区：常磐上矢田町～平上荒川　L=0.8km）         
４車線供用（２工区）             
全線４車線供用予定             

４車線供用後の主な効果は、次のとおりです。

通過する市街地に配慮した対策は、次のとおりです。

昭和４７年度
昭和５６年度
昭和５８年度
昭和５９年度
昭和６２年度
昭和６２年度
平成元年度
平成 ７ 年度
平成１２年度
平成１２年度
平成１４年度
平成２２年度
平成２４年度
平成２８年度※1

平 バ イ パ ス の 事 業 概 要

平 バ イ パ ス の 整 備 効 果


